
多面的機能支払の活動中の事故事例（H26年度）

地区名 事故内容

Ａ保全会

(Ｉ県)

○活動項目 ： 【農地維持】水路－水路の草刈り

○作業内容 ：雑木の伐採・除去作業

○事故概要 ：単独で水路横の直径約30cmの雑木をチェーン
ソーで伐採中、作業面反対側への切り込みを
行わなかったために雑木が地上2m付近で破断
し、頭部を直撃したものと推定。

○被災状況 ：重体の後、死亡

○発生原因 ：ヘルメットの非着用。安全な作業方法の周知不
足（作業面反対側への切り込み）。

Ｂ活動
組織

(Ｊ県)

○活動項目 ： 【農地維持】水路－水路の草刈り

○作業内容 ：水路の草刈り作業

○事故概要 ：草刈機にて作業中の構成員に後方から近付き
声をかけたところ、当該構成員が振り向き、動
作中の草刈機の刃が被災構成員の足に接触。

○被災状況 ：裂傷（全治２ヶ月、約25針縫合）

○発生原因 ：安全な作業方法の周知不足（後方からの接近
及び草刈機動作中の振り返り）。声がけ時等に
係る組織内での取り決め周知不足。

Ｃ保全
組合

(Ｋ県)

○活動項目 ： 【農地維持】水路－水路の草刈り

○作業内容 ：水路法面の草刈り作業

○事故概要 ：水路法面の草刈り作業中に足元がふら
つき、幅1.4m、深さ1.2mの水路を飛び越
えようとしたが、草が草刈機に巻き付き、
バランスを崩して水路へ転落。

○被災状況 ：鎖骨及び肩甲骨の骨折（全治３ヶ月）

○発生原因 ：安全な作業方法の周知不足（急斜面での
作業時における足場確保の不備）。

・安全な作業方法の周知徹底（組織内での作業前ミーティングの実施等）

・傷害保険等への加入の更なる徹底指導

喫緊に周知・指導が必要
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地区名 事故内容

Ｄ活動
組織

(Ｌ県)

○活動項目 ： 【農地維持】水路－水路の草刈り

○作業内容 ：水路法面の草刈り作業

○事故概要 ：水路法面を法面上部から下部方向へ向かって
草刈り作業中、土砂混じりの地面に足を滑らせ、
草刈機の刃が自らの足へ接触。

○被災状況 ：足の裂傷（全治３週間）

○発生原因 ：安全な作業方法の周知不足（作業現場環境整
備の不備）。

Ｅ保全会

(Ｍ県)

○活動項目 ： 【農地維持】水路－水路の草刈り

○作業内容 ：水路法面の草刈り作業

○事故概要 ：水路上部法肩水平部の草刈り作業中、足場が狭窄部であることに気付かず
前進し、足を滑らせて転倒。

○被災状況 ：手首複雑骨折（全治２～３ヶ月）

○発生原因 ：周囲（特に足場）の安全確認の不備。安全な作業方法の周知不足（作業現場
環境整備の不備）。

Ｆ保全隊

（Ｎ県）

○活動項目 ： 【農地維持】水路－水路の草刈り
農道－路肩、法面の草刈り

○作業内容 ：草刈り作業準備中

○事故概要 ：被災構成員が市道に止めた自家用車後方で草刈機の準備をしていたところ、
他の構成員が運転する後続車が停車しようとして誤って追突。

○被災状況 ：足の骨折（全治３週間）

○発生原因 ：加害構成員の停車時のペダルの踏み間違え。前後の安全確保の不備。

Ｇ保全会

（Ｏ県）

○活動項目 ： 【農地維持】農道－路肩、法面の草刈り

○作業内容 ：雑木の伐採・除去作業

○事故概要 ：農道法面の雑木伐採作業中、作業面反
対側への切り込みを行わなかったため、
雑木が被災構成員の身体の上に倒れ、
下敷きとなった。

○被災状況 ：腰骨骨折（全治１ヶ月）

○発生原因 ：安全な作業方法の周知不足（作業面反
対側への切り込み）。

Ｈ保全会

（Ｐ県）

○活動項目 ： 【農地維持】ため池－ため池の草刈り

○作業内容 ：伐採済み雑木の枝打ち作業

○事故概要 ：ため池管理用道路の通行の支障となっ
ていたため伐採し、横倒しとなっていた雑
木の枝打ち作業中、木がバランスを崩し
て動き出し、被災構成員が下敷きとなっ
た。

○被災状況 ：死亡（即死）

○発生原因 ：安全な作業方法の周知不足（対象物が
不安定な状態での作業）。
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